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一明治19年て1886わから明治24年て1891Jりまでの算術教科書を対象にして一

広島大学大学院教育学研究科 中 西正治

要約 :本稿は、明治期特に明治 19年 (1886年)から明治24年(1891旬 頃まで

の算術教科書を対象に、どのような比例が扱われていたのかその概観を考察する

ことを目的とした。そして、古川凹編 『小學筆算書』、佐久間文太郎著 『高等小筆

學算全書』、横山三平著 『普通教育算術教科書』、樺正薫著 『開発算数學』の4つ

の算術書を考察した.その結果(1)比例配分という言葉が一般に使われるようにな

ってきていること。②帰
一法の考え方や言葉が使われ,出したこと。(助樺正薫著『開

衰算数學』は、反比例 ・組立比例・比例配分 ・帰一法など新傾向の用語になうて

いることなどの特徴があった。この期は、学習内容及び学習用語がある程度定ま

ってきた頃だといえるのではないだろうか。                °

キーヮニド:比例、反比例、複比例、比例配分、帰一法

[1]研 究の目的と方法

比例の考え方は、日常よく使われ非常に大切で

ある:そ のため、比例は小学校の重要教材の一つ

として扱われてきた。しかしながら、明治期は今日

のような形とは、いくらか違っている.本稿は、明 ・

治期特に明治19年 (1886年)から明治24年(1891

旬頃までの算術教科書を対象に、どのような比例

が扱われていたのかその概観を考察することを目

的とする。すでに拙稿 (2)で、明治5年(1872年 )

から明治 18年 (1885`崎頃までの算術教科書を対

象にしてその考察を行っている。

[2]明 治 19年の 「小学校の学科     に

ついて

この時期は、森有礼文相 (在職期間は明治18

年 12月から22年 2月)が活躍したときで、日本

の学校制度の準員Jが定められ、今日の諸制度の基

礎が築かれたのである.そ の
一つに明治19年 4

月lo日勅令第 14号の 「ノJ学ヽ校令Jの 制定 (尋常

小学校4年 開 ,高等小学校4年 となる)が あり、

「小學校の学科及其程度J(明 治 19年 5月 25日

文部省令第8号).は、それを受けてのことであっ

た。その第 10条でt算術についてかかれている。

尋常小學科二於テハ珠算フ用ヒ加法減法乗法除法普通
ノ度量衡貨幣日用適切ノ雑題及暗算高等小學科二於テ

ハ筆算ヲ用ヒ算用数字簡易ナル命位記数加法減法乗法
除法分数小数比例利息算雑題簿記ノ概略刑暗算

その後すぐに、同年ね月28日文部省令第25号
で以つて、算術の部は2項 を追加された。
尋常小學科二於テ筆算ヲ用フルトキハ算用数字簡易ナ
ル命位記数加法減法乗法除法普通ノ度量衡貨幣日用適
切ノ雑題及暗算トシ高等小學科二至り分散小数比例利
息算開平開立求積雑題簿記ノ概略及暗算トス
又尋常小學科二於テハ筆算珠算ヲ併置スルモ妨ケナシ

尋常小学科におぃては筆算と珠算どちらで教えて

も良いし、両方教えても良いことをいっている。

高等小学科を終えた時点で、開平 ・開立 0求積の

学習内容が増えている。

明治 19年 5月 10日 の 「教科用図書検定条例」

の公布とも絡まって、比例の扱いに変化があった

のであろうか.実 際に教科書を見てみよう。.ただ

し、四角囲みは筆者のコメントである。

[3]算 術教科書の検討

「ノl離 の学科及共程度」に準拠して編集され

たもので、比例が扱われていると考えられるもの

として、入手できた古川凹編 F/1學ヽ筆算書』、佐久

間文太郎著 『高等小筆學算全書』、横山三平著 『普

通教育算術教科書』、樺正薫著q開発算数學』の4
つの算術書を検討の対象とする。

①古川凹編『小學筆算書』(明治19年7月)0

第五巻で雑題として扱っている。第五巻しか入

手できなかったので正確な判断はできないが、間



十人ニテ幾端ヲ織ルヤ

JttLx10==       =70

題集的な扱いである。そのためか、言葉の定義は

この第五巻では述べられていなしヽ 第二章
の写比

例で正比例 ・韓比例、第二章で複比例、第二章で

は利息算、第四章で1計膨誇1、第五章で害J引算
0

外割引算 ・内割引算を扱つている。この算術書は

主に帰一法を用いて比例を解いている。

醜 例](イ殆職工六人、ニテ四十二端ヲ織ル青
ハ

答 七 十端

生は1人あたりの端数でゃる。それに10人を
か

けている。実質的に帰
一法を使つて解いている。

朧期ニタ咽 (ω工夫十二人ニテ十四日間二成功ス

ベキー事ヲ八人ニテ治ム/1/Fハ幾日フ要スルヤ

14×12E=21

8

腋 比例](イ殆女工四十人ニテ四十五日間二四百

五十端ヲ織り上ゲリ今四十八人ニテ五十日間働ク

キハ幾反フ織り上グルヤ

4三
号姜ilitl塾
2==600

その他、利息算、相場割、割引算 (外割引算、内

割引算)に つては省略する。

連鎖比例・ル齢晒己分・混希↓ヒ例が扱われていなく、

あつさりとしている。

②佐人間文太郎著『竜窒:小学筆算全書』(明治21

年9月 24日 )0      ‐

この算術書は四巻からできており、比例はその

二巻 ・三巻で扱われている。軍比例法 ・複比例法

の説明にあるように、同類の2数の比を使う解法

が中心である。その流れで連鎖比例も同法である。

軍比例ノ四敷中三敷ヲ知ルトキ今並知スルニ数ノ比ヲ第二

敷二乗ジテ第四数ヲ知ルベシ此方法ヲ軍比例法卜云フ

複比例ノ各比ノ中封率ナキ
ー敷手前知スル同類二敷ノ諸比

ヲ乗ジテ所求ノ数ヲ知ルベシ此方法ヲ複比例法卜云フ ヽ

麟 は筆者)

障比例]二個ノ軍比ヨリ成ルキヒ例式ナリ

(例1)米 六石ノ債二十六ロナルトキ七十二園ヲ

以テ幾石ヲ買ヒ得ベキヤ

6石×
妥
=12石

(例2)工 夫十五人ニテ二十日二鶯スベキエ事ヲ

二十五人ノエ夫ニテ鶯サシムレバ幾ロヲ要スベキ

ヤ

20日X:重 =12日

正比 ・韓比の説明はするが、正比例 ・轄比例とい

う用語は使つていなしヽ

腋 比例]複 比フ有スル比例式ナリ

(例)工 夫人人ニテ十日間二賃銀十六園五十錢ヲ

得ベシ然ラバ此工夫六人ニテ十六日間作業セバ賃

銀幾何ヲ得ベキヤ           :

16.5円×
:xユ
ニ=19・8円

Ч ‐ 鋤

例]幾 種ノ数、次第二関係シ同慣同類

雨々相績グ比例式ナリ

(例)酒 一升卜醤油二升卜其債相等シク又醤油五

合 卜石炭油七合卜其債相等シキトキ石炭油二升人

合ノ債ハ酒幾升ノ債 卜相等シキカ

酒 醤 油 石炭油 酒

1升×」Lxl狙 =1升

現在では馴 己分といつているが、まだ按分比例

と呼んでいる。

麟 比例]定 比ノ如ク
ー敷ヲ分ツ法ナリ

(例)甲 乙丙ノニ人アリ甲四千園乙五千園丙三千

園ノ資本金ヲ出シ
ー商社ヲ結ビ

ーケ年ノ新 lJ盆四

百八十ロヲ得タリ之フ出金高二比例シテ配分スレ

バ各人ノ所得幾何ナリヤ

4000

5 0 0 0

3 0 0 0

答 二 十
一日

答 六 百端

上の式から百平1断できないが、この算術書での問

題解法は、以下のような考え方で解かれていた。

40人で 45日間かけて 450端織るということは、

1人で“ 日間かけて
器
端織れる。響

人で 45

日間かけて織るとすると、
器
X盤 端織れる。4

人御 間もま 端 織れば から侶人

で 50日 FHlでは       端 織れることにな

る。複比例も帰一法を基本として解いている9
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12000  3
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3000   1

12000  4

120000… 出金線高

甲出金ノ線高ノ比 i

乙出金ノ総高ノ比

丙出金ノ線高ノ比

数の比を使つて解いている。

E軍比例](正 韓千比例ヲ云フ)四 件ノ数ヨリ成

ルモノニシテ両 互々二同比ヲ有スルモノナリ是ヲ

以テ己知三件ノ敷ヲ以テ未知一件ノ敷ヲ求メ得ル

モノナリ

(例)(正比flD金八園ヲ以テ天鵞 二 十六尺ヲ買

得ヘシ今金十二園ヲ以テ幾何尺ヲ買ヒ得ルヤ
480円×キ=160円.…申所得

D

4 8 0円 ×:芸=≧=200円。…乙藤得
12

48ぴ十  … 彎
次の混和法は、これまで和較比例と呼ばれてきた

比例である。内容からして混ぜて平均を考えると

いう意味からの命名であろう力、

脚 法]貴 品賤品ヲ混和シテ作レル中等品ノ債

ヲ算出スル法ナリ

(各元率及ビ均率ヲ知テ混和スベキLLfrllaヲ求ム

ルコト)の 場合

(例)酒 商アリ
ー升ノ債二十五錢ノ酒 卜二十人錢

ノ酒 卜二十六錢ノ酒 トフ混和シテ平均
一升ノ債三

十錢ノ酒フ造ラントセバ此混和スベキ比例数如何

二十六錢ノ酒七 二 十五錢及ビ二十八錢ノ酒各六

その他に、百分算 (百分豹 があるがここでは省

口絆する。

③横山三平著『普通教育算術教科書』(明治21年

11月 2日 )O

高等小学科尋常中学科尋常師範学科用の教科書と

して書かれたものである。この算術書も同類の 2

この算術書は、以下のように解いている。

25銭 は30銭 よりも5銭少ないということは、

1銭の差は
:升
分となる。36銭 |ま30銭 より6

銭多いということは、 1銭の差は
:升
分である。

き:轟λ是紫旨鼻客λ暑綺|ゴiユ賃昌凛だ311
iス賃1璽ギ:警ち:&精経貨懸:菅昼脇艦馨げ
升、36銭の酒7升となる。

答 五 十四尺

(例)(韓比例)工夫五人ニテ二十
一日二成シ得ル

エ事ヲ同カノユ夫十五人ニテハ幾日二落成スルヤ

21×
岳
=7    答

 t日

腋 比例](合 率比例)前 法ノ軍比例ヲ複スルノ

義ニシテ複比トハ雨軍比以上数比ノ乗積ナリ

lFll)十二名ノ匠夫アリ毎日八時宛働キ十五日ニ

シテ金九十ロヲ得タリ今二十人名ノ匠夫十二日半

業ヲ成ナシ金三百六十二園五十錢ノ賃ヲ得ントス

ルニハ毎日幾時宛働ク、キヤ

8×
:発
×
金き
×
常
豊12 答 十二時

その他、連鎖比例 (連鎖比例ハ複比例 卜同理ナル

フ以テ理論ヲ奉ケス)、按分逓折比例、和較比例、

軍利法、重利法についてかかれている。

④樺正薫著『開破算数曇H明治22年3月10日)
(10

小学高等科のために作られたもので4巻からでき

ている。バルナースミス氏算術書、理学博士寺尾

寿氏の算術摯劇・書を参考にして作製されている。

この算術書も同類の2数の比を使つて解いている

が、帰一法という言葉を使いその有用性を強調し

ている。用語の使い方も現代に近い。
一ツノ量ガ多クナルニ徒ヒ他ノ量モ同

シ比ニテ多クナリ少クナル瞥ハニ量下比例ヲナス

ト稽ス

(例)百 三十五名ノエ夫ニテー週間二六百七十五

園フ得レバ二十七園ヲ得ルエ夫ノ敷ヲ問フ

27円 :67:円 =三二二十七園ノ六百七十五園二封スル比

125名×
士
=5名 …… 計 組 ヲ律1/1Aノ数

阪比例]一 ツノ量ガ多クナルニ従ヒ却テ同シ比

ニテ少クナリ少クナノ晰 却テ同シ比ニテ多クナリ

36良 ×
子

=54
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キ之フニ量反比例ヲナスト構ス

(例)或 金ニテ布ヲ求ムルニ
ー尺一銭二厘ノモノ

ナレバ八丈四尺ヲ求ムルフ得ベシー銭四厘ノモノ

ナラバ何尺ヲ買フ¬フ得ルヤ

14:12=惨 … … 城 四厘ノー姫 厘二封スノけヒ

84X持 =72… ………一銭四厘ノ陶買ヒ得ル沢
警

會21コ夏1:翼輩霊藁:計理等
いわれてきた

了算 鷲 亀 甦 肇 減 `輩 脅

雪流)旅 人アリ五十四里ノ道:ヲ毎日十四時宛歩ミ

冒呈理雰λ奪

毎日九時宛歩ミ百二十六里ノ道ヲ幾

9:14即
書
… … … … 九時ノ十四時■封スノけヒ

4×サ…………ブL時けリタルタメニ要スル日敷
1 2 6 : 5 4即

七誓
L. .…百三二十六里ノ五J一四里二封スル比

4×ユ土 文
響
=1 4 0聖L九 日寺ニテ百三十六里ヲ歩ム日敷

危笙濯期;瘍‖し言
逓昴ヒ例`

頻磁   轟 二勤鮮鮮薫輩
鍔:[舞鷲二蘇寛サキ員嘉ぎ章輩
ル
三ニッ_ロニテナサントセバ何人ニテ可ナルヤ́
.ス重参生兵吉i禁桑1賀負:)里二会鷲乙至1
テ足ィリ1籍手
=6依テ六人ナルヲ知ル

勇げLξ喜型歴雲す̀露3g雰
覧爾:醜栗馨1二∫り
に雌珊カノ撻7JJク

筆者の調べた限りではあるが、この期において、

初めて帰―法という言葉を見た。しヒ例諸法ノ問題
ハ皆婦二法ニテ求メラル」しヒ例諸法二優レリ」と

帰一法を評価している。①は実質的に帰一法が使

つていたが 「帰二法」という言葉を使っていない。

その他、百分算及其應用、百分算、暗算、百分算

諸法ノ雑間、利足算二應用ス、輩利、重利、損益

算、手数料、株券、豫折について触れている。

E4]考 察とまとめ           ｀

特徴は、3つ程である。(D比例配分・反比例と

いう用語が一般に使われるようになつてきたこと。

②帰一法の考え方や言葉が使われ出したこと。④

は 「比例諸法ノ問題ンヽ皆掃
=法 ニテ求メラルJ「比

例諸法二優レリJと 帰一法の特徴について一定の

評価をしている。一般的にはまだまだ同類の2数

の比を使つて解いていたが、①のように帰一法の

考えを比例の中心的解法として位置付けている算

術書があることは、当時としては画期的なことで

はなかっただろう力、 ③ 特に、樺正薫著 『開嚢

算敷判 は、反比例。比例配分・組立比例・帰一

法など新傾向の用語になつていること。

この期は、学習内容及び学習用語がある程度定

まってきた頃だといえるのではないだろう力、
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